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確
定
申
告

〜
確
定
申
告
と
納
税
は

正
し
く
お
早
め
に
〜

所
得
税
の
確
定
申
告

申
告
の
必
要
が
あ
る
人

○
平
成
15
年
中
の
所
得
金
額
の
合
計
額
が
、
基

礎
控
除
、
配
偶
者
控
除
、
扶
養
控
除
な
ど
所

得
控
除
の
合
計
額
を
超
え
る
人

○
給
与
所
得
者
で
次
に
該
当
す
る
人

▽
給
与
の
年
収
が
2

0
0
0
万
円

を
超
え
る
人

▽
給
与
所
得
や
退
職
所
得
以
外
の
所
得
金
額

の
合
計
額
が
20
万
円
を
超
え
る
人

▽
2
カ
所
以
上
か
ら
給
与
を
も
ら
っ
て
い
る

人

注
意

・
土
地
や
建
物
の
譲
渡
所
得
が
あ
る
人
は
、
直

接
、
筑
紫
税
務
署
で
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

・
申
告
書
は
、
自
分
で
書
い
て
直
接
、
税
務
署

に
郵
送
し
て
も
構
い
ま
せ
ん
。

申
告
書
の
配
布
場
所

▽
税
務
署
▽
市
税
務
課

▽
西
出
張
所(

い
き
い
き
プ
ラ
ザ
内)

※
　
納
税
に
は
、
便
利
な
振
替
納
税
を
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

市
民
税
・
県
民
税
の
申
告

申
告
の
必
要
が
あ
る
人

▽
平
成
16
年
1
月
1
日
現
在
、
春
日
市
内
に
居

住
し
て
い
る
人
で
、
平
成
15
年
中
に
収
入
の

あ
っ
た
人

▽
国
民
健
康
保
険
の
加
入
者
と
そ
の
世
帯
主

注
意

・
所
得
税
の
確
定
申
告
を
す
る
人
、
ま
た
は
給

与
所
得
以
外
に
所
得
が
な
い
人
で
勤
務
先
か

ら
す
で
に
給
与
支
払
報
告
書
が
市
に
提
出
さ

れ
て
い
る
人
は
、
申
告
の
必
要
は
あ
り
ま
せ

ん
。

・
申
告
書
は
、
自
分
で
書
い
て
直
接
、
市
役
所

に
郵
送
し
て
も
構
い
ま
せ
ん
。

申
告
書
用
紙
配
布
場
所

▽
税
務
課
▽
西
出
張

所(

い
き
い
き
プ
ラ
ザ
内)

申
告
に
必
要
な
も
の

▽
所
得
が
分
か
る
書
類
（
給
与
や
年
金
の
源
泉

徴
収
票
な
ど
）

所
得
税
の�

確
定
申
告�
市
県
民
税
申
告�

日　程 ２月�
16�
（月）�

17�
（火）�

18�
（水）�

19�
（木）�

20�
（金）�

21�
（土）�

22�
（日）�

23�
（月）�

24�
（火）�

25�
（水）�

26�
（木）�

27�
（金）�

28�
（土）�

29�
（日）�

1�
（月）�

2�
（火）�

3�
（水）�

4�
（木）�

5�
（金）�

6�
（土）�

7�
（日）�

8�
（月）�

9�
（火）�
10�
（水）�

11�
（木）�

12�
（金）�
13�
（土）�

14�
（日）�

15�
（月）�

３月�

会場・受付時間�

 ふれあい文化センターギャラリー�
午前９時30分～11時30分�
午後１時～３時30分�

 筑紫税務署�
午前９時30分～11時30分�

午後１時～４時�

市役所大会議室�
午前９時30分～11時30分�

午後１時～４時�

市役所２０８会議室�
午前９時30分～11時30分�

午後１時～４時�

ふれあい文化センターギャラリー�
午前９時30分～11時30分�
午後１時～３時30分�

○�○�

○�○�

○�○�○� ○�

○�

○�○�○�○� ○�

○�

○�○�

○�○�

○�○�

○�○� ○�○�○�○�○� ○�

○�○�○�○�○� ○�○�○�

○�○�○�○�

○�○�○�○�

○�○�○�

○�○�○�

所得税の確定申告と市県民税申告の会場と日程

※　会場は大変混雑します。日によっては３時間程度お待ちいただく場合がありますので、時間に余裕を持ってお越しください。
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確
定
申
告

▽
所
得
控
除
に
必
要
な
書
類

▽
印
鑑

▽
本
人
名
義
の
預
金
口
座
が
分
か
る
も
の

所
得
控
除
を
す
る
場
合

本
人
や
、
本
人
と
同
一
生
計
の
配
偶
者
や
親

族
な
ど
の
社
会
保
険
料
や
医
療
費
な
ど
で
平
成

15
年
中
に
支
払
っ
た
額
は
、
所
得
控
除
の
対
象

と
な
り
ま
す
。

必
要
書
類

○
社
会
保
険
料
控
除

社
会
保
険
料
の
領
収
書
、
社
会
保
険
料
の
納

付
証
明
書
、
源
泉
徴
収
票
の
い
ず
れ
か

※
　
社
会
保
険
料
の
対
象
と
な
る
の
は
、
国

民
健
康
保
険
税(

料
）、
介
護
保
険
料
、
国

民
年
金
保
険
料
、
国
民
年
金
基
金
の
掛
け

金
な
ど
で
す
。

○
生
命
・
損
害
保
険
料
控
除

生
命
保
険
料
の
控
除
証
明
書
、
損
害
保
険
料

の
控
除
証
明
書

○
医
療
費
控
除

医
療
費
の
領
収
書
、
保
険
な
ど
で
補
て
ん
さ

れ
る
金
額
の
明
細
書

※
　
こ
の
ほ
か
に
も
さ
ま
ざ
ま
な
控
除
が
あ
り

ま
す
。
詳
し
く
は
、
税
務
署
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

所
得
税
の
還
付
申
告
受
付
中

還
付
申
告
は
、
す
で
に
税
務
署
で
受
け
付
け

が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。
早
め
に
申
告
し
ま
し
ょ

う
。な

お
、
次
に
該
当
す
る
会
社
員
な
ど
は
年
末

調
整
が
で
き
な
い
た
め
、
還
付
申
告
す
れ
ば
所

得
税
が
還
付
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

▽
自
宅
を
ロ
ー
ン
で
購
入
し
た
人

▽
多
額
の
医
療
費
を
支
払
っ
た
人

▽
年
の
中
途
で
退
職
し
、
再
就
職
し
て
い
な
い

人
▽
火
災
や
風
水
害
、
盗
難
な
ど
の
被
害
に
あ
っ

た
人

※
　
申
告
の
際
は
、
預
金
通
帳
な
ど
本
人
名
義

の
預
金
口
座
が
分
か
る
も
の
を
持
参
し
て
く

だ
さ
い
。

○
集
中
還
付
セ
ン
タ
ー

所
得
税
の
還
付
申
告
の
み
を
受
け
付
け
る

「
集
中
還
付
セ
ン
タ
ー
」
を
開
設
し
ま
す
。

期
間

2
月
2
日
(月)
〜
3
月
15
日
(月)
（
平
日
の

み
）

受
付
時
間

午
前
9
時
30
分
〜
午
後
3
時
30
分

場
所

大
同
生
命
ビ
ル
6
階(

福
岡
市
中
央
区

西
中
洲

に
し
な
か
す

12
―

33)

税
に
関
す
る
疑
問
を
解
決

○
タ
ッ
ク
ス
ア
ン
サ
ー

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
が
自
動
回
答
し
ま
す
。

(

475)

2
2
2
2
（

兼
用
）

○
国
税
庁
の
税
務
相
談
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

申
告
書
の
書
き
方
が
詳
し
く
分
か
り
ま

す
。
ま
た
、
必
要
書
類
の
様
式
を
取
り
出
し

て
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド(

印
刷)

す
る
こ
と
も
で
き

ま
す
。

h
ttp
://w
w
w
.taxan

ser.n
ta.go

.jp

問
い
合
わ
せ
先

筑
紫
税
務
署(

〒
818
―

0
0
4

2
筑
紫
野
市
立
明
寺

り
ゅ
う
み
ょ
う
じ6
5
5
―

4)

(

923)

1
4
0
0

FAX

地下鉄天神駅�

西鉄朝倉街道駅�

JR天拝山駅�

西
鉄
福
岡
駅� 大

同
生
命
ビ
ル�

●
ア
ク
ロ
ス
福
岡�

至
久
留
米�

県
道
31
号
線
　
福
岡
・
筑
紫
野
線�

至
福
岡�

至
二
日
市�

至
鳥
栖�

県道112号線�

立明寺�
交差点�

福岡大学�
筑紫病院�

石
崎
交
差
点�

●
九
銀
福
岡
ビ
ル�

那
珂
川�

昭和通り�

●中央郵便局�

コ
コ�

●�

●
筑
紫
野
消
防
署�

コ
コ�

集中還付センター�

筑紫税務署�

医
療
費
控
除
の
対
象

対
象
と
な
る
の
は
、
平
成
15
年
中
に
支
払

っ
た
医
療
費
や
介
護
保
険
利
用
料
で
す
。
た

だ
し
、
健
康
保
険
や
生
命
保
険
、
損
害
保
険

な
ど
で
補
て
ん
さ
れ
る
金
額
を
除
き
ま
す
。

医
療
費
控
除
の
対
象
と
な
る
主
な
医
療
費

は
次
の
と
お
り
で
す
。

○
医
師
や
歯
科
医
師
に
よ
る
治
療
や
診
療

○
治
療
や
療
養
の
た
め
の
医
薬
品
の
購
入

○
病
院
や
診
療
所
、
介
護
老
人
保
健
施
設
、

介
護
療
養
型
医
療
施
設
の
入
院
（
入
所
）

費
用

○
治
療
の
た
め
の
マ
ッ
サ
ー
ジ
や
あ
ん
ま
、

は
り
・
き
ゅ
う
、
柔
道
整
復
師
な
ど
に
よ

る
施
術

○
保
健
師
や
看
護
師
な
ど
に
よ
る
療
養

○
指
定
介
護
老
人
福
祉
施
設
サ
ー
ビ
ス
の
介

護
費
や
食
費
と
し
て
支
払
っ
た
金
額
の
1/2

○
介
護
保
険
制
度
に
よ
る
一
定
の
居
宅
サ
ー

ビ
ス
の
自
己
負
担
額

○
通
院
費
用
や
入
院
の
部
屋
代
、
食
事
代
な

ど
で
必
要
な
も
の

○
義
手
や
義
足
、
松
葉
杖
、
義
歯
な
ど
の
購

入
費
用

○
6
カ
月
以
上
寝
た
き
り
の
人
の
お
む
つ
代

で
、
医
師
や
市
が
発
行
し
た
「
お
む
つ
使

用
証
明
書
」
と
そ
の
領
収
書
の
あ
る
も
の

※
　
昨
年
も
お
む
つ
代
の
医
療
費
控
除
を
受

け
た
人
は
、
平
成
15
年
中
に
書
か
れ
た
主

治
医
意
見
書
の
「
障
害
老
人
の
日
常
生
活

自
立
度
」
が
B
か
C
判
定
で
尿
失
禁
発
生

の
可
能
性
が
あ
る
場
合
は
、
市
発
行
の
証

明
書(

無
料)

で
も
認
め
ら
れ
ま
す
。
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入賞作品を紹介します

社会を明るくする運動作文

私は、たくさんの人から愛されている。お父さん、
お母さんはもちろん、おじいちゃん、おばあちゃん、
お父さんの友達、お母さんの親友、おじいちゃんの
おとなりさん・・・。｢みゆちゃん、おかえり｣いつ
もだれかに声かけしてもらっている。
毎週水曜日は、ピアノのレッスンがある。お母さ

んといっしょに電車に乗って往復するうち、駅のそ
ばのうどん屋さんに寄り道するようになった。そこ
のおじちゃん、おばちゃんは、いつも｢おかし食べ
んね？｣｢おにぎり、やろうか？｣と、注文していな
いものをたくさんサービスしてくれる。
おなかがものすごくすいているときは、おにぎり

もらってうれしいけど、あまり好きじゃないおかし
の時、｢いや、いいよ｣と断ったことがあった。そん
な時もお母さんは笑って｢いただきなさい｣。おまけ
にじゃがいもまで10こももらったので、バス停ま
で手がちぎれそうだった。
｢お母さん、鹿児島のおばあちゃんから送ってき

たじゃがいも、ダンボールいっぱいあるのに。この
おかしだって、お母さんのきらいなレーズンだよ。
それなのにどうしてもらったの？｣｢みゆちゃん、う
どん屋のおばちゃんはどんな気持ちで、このレーズ
ンやじゃがいもをあなたにあげたのか、わかる？み
ゆちゃんに食べさせたい、みゆちゃんの喜ぶ顔が見
たい、そんな気持ちでいっぱいだったんだよ。あふ
れるくらいのやさしさは『ありがとう』という言葉
と両手で頂く。たとえそれが、きらいなものでも
ね｣。
ハッとした。私のおかしの好みなんて、おばちゃ

んは知らなかったのに・・・。私はおばちゃんのや
さしさを｢きらい｣というだけで、はじきかえしてし
まった。むねのおくがキューンといたくなって、お
ばちゃんの顔がうかんだ。
やさしさをもらえば、私もだれかにやさしさをあ

げたくなる。気持ちが広々とゆったりして、困って
いる人に親切になったり、頂いたじゃがいものおす
そわけもできる。やさしさはやさしさをよんで、ゴ
ムあみのマフラーのようにどんどん広がる。私の
｢いらない｣の一言は、ようやくあみ始めたマフラー
に、はさみをいれたような気がした。おばちゃんか
ら私へ。私からまただれかへ。やさしさの伝せん病。
一人が一人にやさしくできれば、世界中の皆がやさ
しい色にそまるよね。白と赤の絵の具を水を含んだ
筆でまぜた時、パーッときれいなピンク色になるか
んじかなあ。皆がにこにこピンク色の笑顔になれば、
小学生がおそわれたり、人を殺したりする人もいな
くなるよね。そんな伝せん病なら、みんな大かんげ
いだよね。
今日も、鹿児島のおばあちゃんのお友達から、野

菜が届いた。とうもろこしに、ブロッコリー、すい
か、オレンジ・・・冷蔵庫が悲鳴をあげそうだ。
｢おばちゃん、ありがとう。野菜、届いたよ。う

ん、食べるよ、もちろん。｣ブロッコリーが苦手な
ことは、私の心の中にチャックした。ほんの少し、
自分を｢えらい｣とほめてあげた。

み
ん
な
ピ
ン
ク
色
に
な
あ
れ

春
日
野
小
学
校
5
年
　
渡
辺
わ
た
な
べ

美
幸
み
ゆ
き

犯罪や非行のない明るい社会を築こうと、｢社会を明るくする運動｣を推進
している筑紫保護区保護司会春日支部が市内の小学生から募集した｢第53回
社会を明るくする運動作文｣コンテストの優秀作品3点を紹介します。
いずれの作品も、どうすれば犯罪のない、そして人権を大切にする住み良

い社会をつくっていくことができるか、についての思いがつづられています。
家族で、感想などを話し合ってみませんか。
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犯
罪
の
世
の
中
か
ら
…

春
日
原
小
学
校
6
年
　
号
刀
ご
う
な
た

沙
緒
理

さ

お

り

ぼ
く
の
思
う
こ
と

春
日
西
小
学
校
3
年
　
小
原
こ
は
ら

悠
平
ゆ
う
へ
い

私は、今度春日市少年の船に乗ります。その事前
研修で｢平和学習｣をしました。それで、私が考えた
平和は、世の中の犯罪がなくなり毎日笑顔で楽しく
過ごせる日です。世の中から犯罪がなくなれば、み
んなが安心して過ごせると思います。私たちの身近
でいえば、“いじめ”や“しかと※”だと思います。
“しかと”は、自分でやっているつもりはなくても、
相手はすごくいやな気持ちになっています。そのこ

とがキッカケで自殺においやられる人もいます。小
さなことがきっかけで大きな事件へとつながってい
くのでまずは人と人との関係を大切にしていきたい
と思います。
例えばお父さんやお母さんとです。私は、このご

ろすぐお父さんやお母さんに反抗してしまいます。
お父さんやお母さんはいつも仕事でつかれているの
に、私がいっぱい迷わくをかけて仕事を増やしてし
まいます。だから、“しかと”とかとはちがうけど
お父さんやお母さんに迷わくをかけずに楽しい日々
を過ごすために少しずつ努力していきたいです。
あと、友達関係です。友達と仲良くしていても、

ちょっとした出来事でかげで悪口を言ったりして友
達を傷つけてしまったりします。なかなかその人の
前で言えない部分があって、それがストレスとなっ
てそうしてしまうのだと思います。特にうまくスト
レスを解消できない人が犯罪をおこしてしまったり
するんだと思います。そうだったら私たちは、その
人の相談相手になってあげたりしたら少しは犯罪
（罪をおかす人）が少なくなると思います。そして
将来は、今のような犯罪がある世の中じゃなく、み
んなが幸せを分かち合える犯罪のない世の中であっ
てほしいです。
※｢しかと｣＝無視して仲間外れにすること

ニュースで長さきのちゅう車場の上から四さいの
子がおとされたと聞いてなぜそんなわるいことをす
るのだろうと思いました。まだ四さいなのにそんな
ことをするなんてすごくかわいそうでした。
ぼくは、そんなわるいことをする人はいなくなっ

てほしいです。そういうわるいことをする人がいな
くなったら安全にくらせるからもっと楽しく生活で

きると思います。
ぼくの学校でもそういうふしん者のことについて

話したことがあります。だから、ぼくはいろんなこ
とにきをつけています。
まず、あそんだら5時30分までに家に帰るとか、

なるべく一人にならないようにするとか、一人でな
にか買いにいかないとか、よくしらない所にいかな
いようにするとかです。そういうことにきをつけて
これからもあそんでいきたいと思います。
そして、自分でも毎日できる、友だちにやさしく

したり、こまっている友だちをたすけたり、しって
る人や先生に元気よくあいさつしたりして友だちを
いっぱいいっぱいつくってなかよくあそべるように
したり、いろんなことをいっしょにやって楽しくす
ごせるようにしたいと思います。

※　編集の都合により、一部割愛しています。
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料金が変わります

平成16年度1期分から、下水道使用料が変

わります。

家庭から出る汚水や雑排水をきれいにする

ための施設、下水道。これは、衛生環境をよ

くし、河川や海の水質保全に欠かせない大切

な施設です。

今回の改定内容の説明と合わせて、春日市

の下水道事業の現状を確認してみましょう。
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下 水 道 使 用 料 金 表 （2カ月分）�

例えば２カ月で48m3使った場合 ・ ・ ・ 

改　定　後� 現　　　行�

基本使用料� 基本使用料�
（20m3まで）�

従量使用料�
（１m3につき）� 従量使用料�

（１m3につき）�

1,400円�

54円�

164円�

195円�

204円�

248円�

259円�

308円�

320円�

2,286円�

163円�

192円�

242円�

306円�

～20m3�
～40m3�

～60m3�

～80m3�

～100m3�

～200m3�

～1,000m3�

1,000m3を超えるもの�

～40m3�

～80m3�

～200m3�

200m3を超えるもの�

基本使用料  1,400円�
従量使用料 54円×20m3 1,080円�
 164円×20m3 3,280円�
 195円× 8m3 1,560円�
  7,320円�
消費税加算 7,320円×1.05 7,686円�

使用料（10円未満切り捨て）7,680円 

基本使用料（20m3まで）  2,286円�
従量使用料 163円×20m3 3,260円�
 192円× 8m3 1,536円�
  7,082円�
�
消費税加算 7,082円×1.05 7,436円�

使用料（10円未満切り捨て）7,430円

下水道使用料��
15億5,891万円� 基準内繰入��

（一般会計からの繰入）��
4億4,776万円�

基準外繰入��
（赤字補てん）��
5億5,239万円�

その他��
992万円�

支払利息��
（借金の利息）��
9億4,105万円�

減価償却費��
（固定資産の減少額を�
年ごとに分けた費用）��
5億6,349万円�

処理場負担金��
（御笠川浄化ｾﾝﾀｰ�
の運営負担金）��
5億8,494万円�

物件費��
（下水道管の維持・管理）��
1億7,109万円�

人件費��
（職員の給与など）��

6,697万円�

内部留保資金など��
（減価償却などに見合う資金）��

8億8,647万円�

補助金��
1億1,649万円� 負担金��

185万円�

企業債��
（国からの借金）��
6億4,390万円�

建設改良費��
（施設を作る�
ための費用）��
3億6,024万円�

企業債償還元金��
（借金の支払い）��
12億8,847万円�

下水道使用料の使いみち（税込み）�
～平成１４年度下水道会計決算～�

収入25億6,898万円 

支出23億2,754万円 

収入16億4,871万円 

支出16億4,871万円 

収益的収支�

資本的収支�

今
回
の
改
定
の
目
的
は
2
つ
あ
り
ま
す
。

ひ
と
つ
は
、
少
量
排
水
世
帯
の
不
公
平
感
の

解
消
で
す
。

こ
れ
ま
で
排
出
量
が
1

の
世
帯
も
20

の

世
帯
も
同
じ
だ
っ
た
従
来
の
料
金
設
定
を
細
分

化
し
、
1

ご
と
の
新
料
金
に
改
め
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
は
、
水
の
排
出
量
が
20

を
超
え

な
い
世
帯
で
も
、
排
出
量
に
応
じ
た
料
金
負
担

で
済
む
よ
う
に
な
り
ま
す
。

も
う
ひ
と
つ
は
、
下
水
道
事
業
の
健
全
な
運

営
の
た
め
の
値
上
げ
で
す
。

下
水
道
事
業
の
会
計
に
は
、
円
グ
ラ
フ
の
と

お
り
下
水
道
を
運
営
す
る
た
め
の
「
収
益
的
収

支
」
と
施
設
を
つ
く
る
た
め
の
「
資
本
的
収
支
」

が
あ
り
ま
す
。

こ
の
う
ち
、「
収
益
的
収
支
」
に
は
、
収
入
と

し
て
主
に
皆
さ
ん
が
支
払
っ
た
「
下
水
道
使
用

料
」
が
あ
り
、
支
出
と
し
て
汚
水
を
処
理
場
ま

で
流
す
管
の
維
持
費
や
処
理
場
の
負
担
金
な
ど

に
使
わ
れ
ま
す
。
そ
の
収
支
を
見
て
み
る
と
、

収
入
が
支
出
を
上
回
り
、
一
見
利
益
が
出
て
い

る
か
の
よ
う
に
見
え
ま
す
。
し
か
し
、
こ
の
黒

字
分
は
、
資
本
的
収
支
の
収
入
（
内
部
留
保
資

金
）
に
充
て
ら
れ
て
い
ま
す
。

つ
ま
り
、
収
益
的
収
支
は
、
実
際
に
は
下
水

道
使
用
料
だ
け
で
は
賄
え
ず
、
5
億
5

2
3

9
万
円
の
赤
字
分
（
基
準
外
繰
入
）
を
「
春
日

市
一
般
会
計
」
か
ら
補
て
ん
し
て
い
る
の
で
す
。

景
気
低
迷
の
影
響
も
あ
り
、
下
水
道
会
計
も

や
り
く
り
が
と
て
も
大
変
な
の
が
現
状
で
す
。

今
回
の
値
上
げ
も
、
や
む
を
得
な
い
状
況
に
あ

る
こ
と
を
ご
理
解
く
だ
さ
い
。

m3

m3

m3

m3

ど
う
変
わ
っ
た
の
？
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ほ
か
の
市
町
村
よ
り
高
い
の
で
は
？

近
隣
の
市
町
村
と
比
べ
て
も
、
春
日
市
が
高
い
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

各
市
町
村
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
下
水
道
事
業
の
健
全
な
運
営
を
考
慮
し
て
料
金
を
設
定
し
、

議
会
の
承
認
を
得
て
決
定
し
て
い
ま
す
。

今
後
も
下
水
道
事
業
の
健
全
な
運
営
の
た
め
、努
力
し
て
い
き
ま
す
。

み
な
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

下
水
道
課

(

584)

1
1
1
1

(

584)

1
1
4
3

FAX

近隣市町下水道料金比較（2カ月分）�
水量�
（m3）�

春日市�
（改定後）� 大野城市� 筑紫野市� 太宰府市� 小郡市� 那珂川町�

0 

5 

10 

15 

20 

30 

40 

50 

60 

80 

100 

200 

300 

400 

500 

1,000 

5,000 

10,000

1,470 �

1,750 �

2,030 �

2,320 �

2,600 �

4,320 �

6,040 �

8,090 �

10,140 �

14,420 �

19,630 �

46,830 �

79,170 �

111,510 �

143,850 �

305,550 �

1,649,550 �

3,329,550 

1,417 �

1,695 �

1,974 �

2,252 �

2,530 �

4,084 �

5,638 �

7,329 �

9,019 �

13,240 �

18,301 �

47,806 �

78,886 �

109,966 �

141,046 �

296,446 �

1,539,646 �

3,093,646 

1,260 �

1,570 �

1,890 �

2,250 �

2,620 �

4,300 �

6,030 �

7,820 �

9,600 �

14,010 �

18,630 �

42,780 �

69,030 �

95,282 �

125,730 �

277,980 �

1,705,980 �

3,490,980 

1,680 �

2,021 �

2,362 �

2,703 �

3,045 �

4,777 �

6,510 �

8,505 �

10,500 �

15,120 �

20,160 �

47,460 �

80,010 �

112,560 �

145,110 �

307,860 �

1,735,860 �

3,520,860 

2,730 �

2,730 �

2,730 �

2,730 �

2,730 �

4,560 �

6,400 �

8,240 �

10,080 �

14,490 �

18,900 �

40,950 �

66,670 �

92,400 �

122,850 �

275,100 �

1,619,100 �

3,299,100 

2,840 �

2,840 �

2,840 �

2,840 �

2,840 �

4,460 �

6,090 �

7,880 �

9,660 �

13,230 �

17,220 �

37,170 �

60,270 �

83,370 �

109,100 �

237,720 �

1,539,720 �

3,167,220 

（単位 円・税込み）�

下水道使用料の支払い�
　下水道使用料は、２ヵ月に一度、水道料金と一緒に納めることになっており、春日那珂川水道企業団から納付書が
送られてきます。例えば、３･４月に使用した分は５月末日までに納めていただきます。�
※　井戸水を使っている家庭には、市下水道課から下水道使用料のみの納付書を送付します。�

上下水道料金早見表（口径13mmの場合）　１期（２カ月）あたり・税込み�
水量� 水道料金� 下水道料金� 合計� 水量� 水道料金� 下水道料金� 合計� 水量� 水道料金� 下水道料金� 合計�
0m3�

1m3�

2m3�

3m3�

4m3�

5m3�

6m3�

7m3�

8m3�

9m3�

10m3�

11m3�

12m3�

13m3�

14m3�

15m3�

16m3�

17m3�

18m3�

19m3�

20m3�

21m3�

22m3�

23m3�

24m3�

25m3�

26m3�

27m3�

28m3�

29m3�

30m3

2,560 円�

2,560 円�

2,560 円�

2,560 円�

2,560 円�

2,560 円�

2,560 円�

2,560 円�

2,560 円�

2,560 円�

2,560 円�

2,560 円�

2,560 円�

2,560 円�

2,560 円�

2,560 円�

2,560 円�

2,560 円�

2,560 円�

2,560 円�

2,560 円�

2,780 円�

3,000 円�

3,220 円�

3,440 円�

3,660 円�

3,880 円�

4,100 円�

4,320 円�

4,540 円�

4,760 円�

1,470 円�

1,520 円�

1,580 円�

1,640 円�

1,690 円�

1,750 円�

1,810 円�

1,860 円�

1,920 円�

1,980 円�

2,030 円�

2,090 円�

2,150 円�

2,200 円�

2,260 円�

2,320 円�

2,370 円�

2,430 円�

2,490 円�

2,540 円�

2,600 円�

2,770 円�

2,940 円�

3,120 円�

3,290 円�

3,460 円�

3,630 円�

3,800 円�

3,980 円�

4,150 円�

4,320 円�

4,030 円�

4,080 円�

4,140 円�

4,200 円�

4,250 円�

4,310 円�

4,370 円�

4,420 円�

4,480 円�

4,540 円�

4,590 円�

4,650 円�

4,710 円�

4,760 円�

4,820 円�

4,880 円�

4,930 円�

4,990 円�

5,050 円�

5,100 円�

5,160 円�

5,550 円�

5,940 円�

6,340 円�

6,730 円�

7,120 円�

7,510 円�

7,900 円�

8,300 円�

8,690 円�

9,080 円�

31m3�

32m3�

33m3�

34m3�

35m3�

36m3�

37m3�

38m3�

39m3�

40m3�

41m3�

42m3�

43m3�

44m3�

45m3�

46m3�

47m3�

48m3�

49m3�

50m3�

51m3�

52m3�

53m3�

54m3�

55m3�

56m3�

57m3�

58m3�

59m3�

60m3

4,980 円�

5,200 円�

5,420 円�

5,640 円�

5,860 円�

6,090 円�

6,310 円�

6,530 円�

6,750 円�

6,970 円�

7,220 円�

7,470 円�

7,720 円�

7,980 円�

8,230 円�

8,480 円�

8,730 円�

8,980 円�

9,240 円�

9,490 円�

9,740 円�

9,990 円�

10,240 円�

10,500 円�

10,750 円�

11,000 円�

11,250 円�

11,500 円�

11,760 円�

12,010 円�

4,490 円�

4,670 円�

4,840 円�

5,010 円�

5,180 円�

5,350 円�

5,530 円�

5,700 円�

5,870 円�

6,040 円�

6,250 円�

6,450 円�

6,660 円�

6,860 円�

7,070 円�

7,270 円�

7,480 円�

7,680 円�

7,890 円�

8,090 円�

8,300 円�

8,500 円�

8,700 円�

8,910 円�

9,110 円�

9,320 円�

9,520 円�

9,730 円�

9,930 円�

10,140 円�

9,470 円�

9,870 円�

10,260 円�

10,650 円�

11,040 円�

11,440 円�

11,840 円�

12,230 円�

12,620 円�

13,010 円�

13,470 円�

13,920 円�

14,380 円�

14,840 円�

15,300 円�

15,750 円�

16,210 円�

16,660 円�

17,130 円�

17,580 円�

18,040 円�

18,490 円�

18,940 円�

19,410 円�

19,860 円�

20,320 円�

20,770 円�

21,230 円�

21,690 円�

22,150 円�

61m3�

62m3�

63m3�

64m3�

65m3�

66m3�

67m3�

68m3�

69m3�

70m3�

71m3�

72m3�

73m3�

74m3�

75m3�

76m3�

77m3�

78m3�

79m3�

80m3�

81m3�

82m3�

83m3�

84m3�

85m3�

86m3�

87m3�

88m3�

89m3�

90m3

12,260 円�

12,510 円�

12,760 円�

13,020 円�

13,270 円�

13,520 円�

13,770 円�

14,020 円�

14,280 円�

14,530 円�

14,780 円�

15,030 円�

15,280 円�

15,540 円�

15,790 円�

16,040 円�

16,290 円�

16,540 円�

16,800 円�

17,050 円�

17,340 円�

17,640 円�

17,930 円�

18,220 円�

18,520 円�

18,810 円�

19,110 円�

19,400 円�

19,690 円�

19,990 円�

10,350 円�

10,570 円�

10,780 円�

10,990 円�

11,210 円�

11,420 円�

11,640 円�

11,850 円�

12,070 円�

12,280 円�

12,490 円�

12,710 円�

12,920 円�

13,140 円�

13,350 円�

13,570 円�

13,780 円�

13,990 円�

14,210 円�

14,420 円�

14,680 円�

14,940 円�

15,200 円�

15,460 円�

15,720 円�

15,980 円�

16,240 円�

16,510 円�

16,770 円�

17,030 円�

22,610 円�

23,080 円�

23,540 円�

24,010 円�

24,480 円�

24,940 円�

25,410 円�

25,870 円�

26,350 円�

26,810 円�

27,270 円�

27,740 円�

28,200 円�

28,680 円�

29,140 円�

29,610 円�

30,070 円�

30,530 円�

31,010 円�

31,470 円�

32,020 円�

32,580 円�

33,130 円�

33,680 円�

34,240 円�

34,790 円�

35,350 円�

35,910 円�

36,460 円�

37,020 円�



ト
ピ
ッ
ク
ス

9

ト
ピ
ッ
ク
ス�

春日市、大野城市、那珂川町の各
消防団と春日・大野城・那珂川消防
本部の消防出初め式が、1月11日、
大野城市の大利中学校で行われまし
た。
式には消防署員や団員など約700
人が参加。ポンプ操法などの模範演
技が行われ、各消防団の精鋭が日ご
ろの練習の成果を披露。演技が終わ
るたびに、来賓や見学に来ていた市
民から大きな拍手が送られていました。
椎木
しいき

消防長からの｢訓練に励む中で、知識と技術の習得にも努めるよう期待します｣との訓示
に気を引き締めた消防署員と各団員。その表情からは、今年も住民の安全を守るという、強い
決意が感じられました。

新年の決意新たに
消防出初め式

伝統としきたりで手荒く祝福
春日神社で婿押し祭り

市内の暴走族が解散することにな
り、その解散式と併せてメンバーの立
ち直りを応援する「再出発の集い」が、
このほどふれあい文化センターで行わ
れました。
昨年の「春日市暴走族等追放運動推
進条例」制定をきっかけに、筑紫野警
察署が解散に向けて粘り強く説得して
きたことが功を奏したもの。
この日は、メンバーの少年たちとＯ
Ｂ、保護者など20数人が出席し、保護
司や少年補導員、学校関係者などが見

守る中、代表の少年が解散を宣言しました。
立ち会った井上市長は、「よく決断してくれました。これからも皆さんの力になります。がん
ばってください」と立ち直りに向けて励ましの言葉を贈りました。

国指定重要無形民俗文化財の｢婿
むこ

押し祭り(若水祭)｣が、1
月14日、春日神社で行われました。
これは、前年に結婚した氏子の夫婦を祝福する祭りで、
約400年もの伝統を誇り、今年は1組の夫婦が祝福されま
した。
寒さの厳しい中、氏子たちに夫婦が紹介された後、締め
込み姿の新郎と氏子たち約50人は御池

みいけ

へ威勢良く飛び込
み、縁起物の神酒

み き

樽
だる

を奪い合いました。
この｢樽せり｣を一目見ようと訪れたたくさんの見物客ら
は、氏子たちの勇ましい姿に盛んに歓声をあげていました。

暴走族メンバーの立ち直りを願う
「再出発の集い」

正
装
で
行
進
す
る
消
防
団
員

▲

境
内
で
婿
を
囲
ん
で
拝
殿
揉
み

▲

再
出
発
へ
の
決
意
を
述
べ
る
少
年

▲
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○地域活動指導員（嘱託）

業務内容 生涯学習や学校週5日制対応、県青少年

アンビシャス運動などを推進するため、地

域活動の体制づくりについての指導・助言

対象 社会教育主事の有資格者、または生涯学習

や地域活動の指導経験者で即戦力として活

動できる人

採用期間 4月1日～平成17年3月31日(1年間)

勤務日数 週5日 (土・日曜日の勤務あり)

勤務時間 午前8時30分～午後5時（午後0時30分

～9時などの変則勤務あり）

報酬 月額17万7,400円（社会保険・有給休暇あ

り、交通費の支給なし）

募集人員 1人
選考方法 書類審査 面接試験（1次・2次）

応募方法 2月16日(月)(必着)までに、市販の履歴

書に必要事項を記入し、業務に対する自己

PR文書を添えて提出する(郵送可）

応募・問い合わせ先 社会教育課（〒816―0831

大谷6―24ふれあい文化センター内）
1(575)4121 5(593)7380

○市立保育所臨時・嘱託職員

募集職種
保育士（嘱託・臨時）

調理員（嘱託）

看護師（嘱託）

対象 いずれも、資格や免許を持っている人（準

看護師は不可）

採用期間 4月1日～平成17年3月31日（臨時は半

年ごとに更新）

勤務日数 週5日（嘱託は土・日曜日の勤務あり）

勤務時間 午前8時30分～午後5時（保育士と調理

員は、交替で時差出勤あり）

報酬
保育士(嘱託)・調理員　月額17万8,400円

看護師　月額18万5,600円

保育士(臨時) 日額　6,900円

※　いずれも有給休暇はありますが、賞与や交通

費の支給はありません。

なお、嘱託職員のみ社会保険があります。

募集人員 各若干名

選考方法 面接試験（2月21日(土)）

応募方法 2月16日(月)までに、「臨時・嘱託職員

▽
�▽
�▽
�

▽
�▽
�▽
�

▽
�

▽
�

登録申込書」（市販の履歴書でも可）に次の

写しを添えて提出する
保育士　保育士資格証明書

調理員　調理士か栄養士免許

看護師　看護師免許

応募・問い合わせ先 こども未来課保育所担当

(584)1111 (584)7739

○ファミリーサポートセンターアドバイザー(嘱託)

業務内容 会員の援助活動の調整や会員に対する

講習会などの実施に関すること

対象 保育士の資格を持っている人

採用期間 4月1日̃平成17年3月31日(1年間)

勤務日数 月16日(土・日曜日の勤務あり)

勤務時間 午前8時30分̃午後5時

※　交替で時差出勤があります。

報酬 月額14万3,300円(社会保険・有給休暇あ

り、交通費の支給なし)

募集人員 1人

選考方法 面接試験(2月21日(土))

応募方法 2月16日(月)までに、｢臨時・嘱託職員

登録申込書｣(市販の履歴書でも可)に保育士

資格証明書(写し)を添えて提出する

応募・問い合わせ先 こども未来課母子児童担当

(584)1111 (584)7739FAX

FAX

▽
�▽
�▽
�

募集します

春日市嘱託・臨時職員

任期は4年

柴田助役と永田収入役が再任

市からのお知らせ�

柴田
しばた

利行
としゆき

助役と永田
ながた

政隆
まさたか

収入役が、12月議会

で再任されました。

どちらも2期目で、任期は平成19年12月23日

までの4年間です。

▲左から柴田助役、井上市長、永田収入役
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○国民年金保険料の納付は、

便利・安心・確実な『口座振替』で

国民年金保険料を口座振替にすると、毎翌月末
に自動的に引き落とされ、納め忘れの心配もなく
安心です。
希望する人は、国民年金保険料口座振替納付申
出書(納付書に添付)・預金通帳・銀行への届け出
印・年金手帳を持参し、金融機関の窓口で手続き
してください。

○国民年金保険料は社会保険料控除の対象です

平成15年中に納めた国民年金保険料や国民年金
基金の掛金は、その年の所得税や市民税の算定の
とき社会保険料控除されます。確定申告の際に、
その領収書や納付証明などを提示しましょう。
また、年末調整でこれらが控除をされていない
会社員などは、確定申告をすれば所得税の還付を
受けることができます。

放課後児童クラブは、共働きなどで昼間保護者

がいない家庭の子どもたちが、放課後を安全で楽

しく過ごせるよう市が設置した施設です。

この児童クラブの運営方法や内容などについて

の説明会を行います。入所を希望する人は参加し

てください。託児も行います。

対象 初めて入所を希望する小学生（原則として

1～3年生）の保護者

日時 2月29日(日)

午前10時～午後1時

（受付　午前9時30分～）

※　託児(無料)を希望する人は、午前9時40分ま

でにお越しください。

会場 ふれあい文化センターサンホール(大谷6―

24)

問い合わせ先
毛勝児童センター

(581)5614（ 兼用）
NPO法人子ども未来ネットワーク春日事務局

(581)1906（ 兼用）FAX

▽
�

FAX

▽
�

○納付証明（申告用）について

平成14年度から国民年金保険料は国（社会保険
庁）が徴収しています。そのため、市発行の納付
証明に国民年金保険料は記載されていません。申
告には領収書を提示してください。
なお、紛失などで納付証明が必要な場合は、お
問い合わせください。

問い合わせ先 南福岡社会保険事務所
(552)6111

納め忘れはありませんか？

国民年金保険料

放課後児童クラブ（学童保育）

入所説明会
発
送
し
ま
し
た

市
立
小
・
中
学
校
入
学
通
知
書

市
教
育
委
員
会
は
、
こ
の
春
、
市

立
の
小
・
中
学
校
に
入
学
予
定
の
児

童
生
徒
の
保
護
者
に
対
し
、
入
学
通

知
書
を
発
送
し
ま
し
た
。

通
知
書
が
2
月
4
日
(水)
ま
で
に
届

か
な
い
場
合
や
入
学
に
つ
い
て
相
談

が
あ
る
場
合
は
、
す
ぐ
に
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

学
校
教
育
課
学
校

教
育
担
当

(

584)

1
1
1
1

(

584)

1
1
5
3

FAX

市立小・中学校日程表�

小学校� 中学校�

卒業式� 3月18日(木) 3月12日(金)

4月9日(金) 4月8日(木)

3月24日(水)

4月6日(火)

終業式�

始業式�

入学式�
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感
動
の
名
作
を
親
子
で
見
に
来
ま
せ

ん
か
。
入
場
は
無
料
で
す
。

日
時

2
月
15
日
(日)

①
午
前
10
時
〜
②
午
後
1
時
〜

会
場

ふ
れ
あ
い
文
化
セ
ン
タ
ー
サ
ン

ホ
ー
ル
（
大
谷
6
―

24
）

定
員

各
2
5
0
人
（
当
日
先
着
順
）

問
い
合
わ
せ
先

社
会
教
育
課

(

575)

4
1
2
1

(

593)

7
3
8
0

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
N
P
O
に
興
味
が

あ
る
人
が
対
象
の
、
実
際
に
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
な
ど
が
体
験
で
き
る
イ
ベ
ン
ト
で

す
。
参
加
は
無
料
で
す
。

FAX

期
日

2
月
18
日
(水)

会
場

に
ぎ
わ
い
プ
ラ
ザ
（
福
岡
市
博

多
区
下
川
端
3
―

1
博
多
リ
バ

レ
イ
ン
地
下
2
階
）

内
容
・
時
間

①
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
N
P
O
フ
ェ
ア

（
パ
ネ
ル
展
示
や
体
験
コ
ー
ナ
ー)

午
前
11
時
〜
午
後
4
時

②
N
P
O
大
交
流
会
（
名
刺
交
換
会
・

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ)

午
後
6
時
〜
8
時

定
員

①
な
し
②
70
人(
申
込
先
着
順)

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

県
民
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
総
合
セ
ン
タ
ー

(

915)

7
5
0
0

(

915)

7
5
0
1

fe
sta
@
fvo
c.g
r.jp

h
ttp
://w
w
w
.fvo
c.g
r.jp
/

学
校
、
P
T
A
、
地
域
が
一
体
と
な

っ
て
子
育
て
に
取
り
組
ん
で
い
る
団
体

の
実
践
発
表
会
で
す
。
関
心
の
あ
る
市

民
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

日
時

2
月
21
日
(土)

午
前
10
時
〜

(

受
付
　
9
時
30
分
〜)

会
場

ふ
れ
あ
い
文
化
セ
ン
タ
ー
大
会

議
室
（
大
谷
6
―

24
）

内
容

▽「
学
校
と
地
域
が
手
を
取
り
合
っ
て
」

FAX

日
の
出
小
学
校
サ
ン
者
会

▽「
か
す
が
の
倶
楽
部
」

春
日
野
中
学
校
P
T
A

▽「
泉
わ
い
わ
い
ク
ラ
ブ
」

泉
地
区
自
治
会

※
　
サ
ン
ラ
イ
ズ
広
場
（
日
の
出
地
区

ア
ン
ビ
シ
ャ
ス
広
場
）
の
児
童
、
指

導
者
に
よ
る
マ
ジ
ッ
ク
シ
ョ
ー
も
あ

り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

社
会
教
育
課

(

575)

4
1
2
1

(

593)

7
3
8
0

羽
根
つ
き
と
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
を
組
み

合
わ
せ
た
気
軽
に
で
き
る
ニ
ュ
ー
ス
ポ

ー
ツ
で
す
。

当
日
は
簡
単
な
ル
ー
ル
説
明
の
後
、

み
ん
な
で
ゲ
ー
ム
を
行
い
ま
す
。

参
加
費
は
無
料
で
す
。

日
時

2
月
22
日
(日)

午
前
9
時
30
分
〜
正
午

(

受
付
　
午
前
9
時
〜)

会
場

市
民
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
2
階

競
技
場(

大
谷
6
―

28)

※
　
運
動
が
で
き
る
服
装
で
、
上
靴
を

FAX

持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
方
法

2
月
18
日
(水)
ま
で
に
電
話

か
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
住
所
、氏
名
、

年
齢
、
電
話
番
号
を
伝
え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

ス
ポ
ー
ツ
課

1(

571)

3
2
3
4

(

585)

1
6
3
4

日
時

毎
週
水
曜
日

午
後
1
時
〜
3
時

場
所

市
民
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
温
水

プ
ー
ル
（
大
谷
6
―

28
）

会
費

月
額
2

0
0
0
円
（
2
カ
月

分
前
納
）

※
　
別
途
、
入
会
金(

5
0
0
円)

と
毎

回
の
プ
ー
ル
利
用
料
金
が
必
要
で

す
。

問
い
合
わ
せ
先

常
住

(

591)

5
1
3
0
（

兼
用
）

春
日
東
中
学
校
区
の
皆
さ
ん
、
一
緒

に
マ
マ
さ
ん
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
を
楽
し
み

ま
せ
ん
か
。

練
習
日
時

毎
週
火
・
金
曜
日
　

午
後
7
時
30
分
〜
9
時
30
分

場
所

▽
火
曜
日
　
大
谷
小
学
校(

大

谷
4
―

1)

▽
金
曜
日
　
市
民
ス

FAX FAX

ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー(

大
谷
6
―

28)

問
い
合
わ
せ
先

小
原

(

585)

9
7
3
3(

兼
用)

日
ご
ろ
、
痴
ほ
う
な
ど
の
高
齢
者
を

自
宅
で
介
護
し
て
い
る
家
族
と
、
そ
れ

を
支
え
る
施
設
や
病
院
関
係
者
と
の
交

流
会
で
す
。
よ
り
よ
い
介
護
に
つ
い
て

一
緒
に
考
え
ま
せ
ん
か
。

申
し
込
み
は
不
要
で
、
参
加
は
無
料

で
す
。

日
時

2
月
19
日
(木)

午
後
1
時
〜
3
時

(

開
場
　
午
後
0
時
30
分)

場
所

ふ
れ
あ
い
文
化
セ
ン
タ
ー
大
会

議
室
（
大
谷
6
―

24
）

テ
ー
マ

「
施
設
・
医
療
関
係
に
安
心

し
て
家
族
の
心
を
託
す
る
に
は

…
」

問
い
合
わ
せ
先

市
社
会
福
祉
協
議
会

地
域
福
祉
係

(

581)

7
2
2
5

(

581)

7
2
5
8

FAX
FAX

５
８
４
・
１
１
１
１�

w
w
w
.city.kasu

ga.fu
ku
o
ka.jp

情
報
ひ
ろ
ば�

春
日
市
役
所�

イ
ベ
ン
ト

ス
ポ
ー
ツ

福
　
祉

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ

で
あ
い
フ
ェ
ス
タ

毎
月
第
３
日
曜
日
は「
家
庭
の
日
」

親
子
映
画
会「
フ
ラ
ン
ダ
ー
ス
の
犬
」

青
少
年
健
全
育
成
市
民
の
つ
ど
い

「
子
ど
も
を
地
域
で
育
て
よ
う
！
」

一
緒
に
泳
ぎ
ま
せ
ん
か

と
び
う
お
会

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
員
募
集

み
つ
ば
ク
ラ
ブ

参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か

フ
ァ
ミ
リ
ー
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
交
流
会

ひ
だ
ま
り
の
会

在
宅
介
護
を
考
え
る
交
流
会

○C 松竹株式会社
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きいて�きいて�

お誕生日おめでとう

平成13年2月13日生

平
尾
ひ
ら
お

友
秀
と
も
ひ
で

ち
ゃ
ん(

弥
生)

平成15年2月25日生

湯
田
ゆ

だ

一
馬
か
ず
ま

ち
ゃ
ん(

日
の
出
町)

平成15年2月1日生

深
川
ふ
か
が
わ

貴
矢
た
か
や

ち
ゃ
ん(

昇
町)

平成15年2月24日生

冨
田
と
み
た

大
喜
ひ
ろ
ふ

ち
ゃ
ん(

大
谷)

平成15年2月7日生

前
原
ま
え
は
ら

由
奈
ゆ

な

ち
ゃ
ん(

下
白
水
北)

重
度
・
重
複
障
害
を
持
つ
人
た
ち
が

通
う
通
所
施
設
の
取
り
組
み
と
、
母
と

子
の
絆
き
ず
な

を
描
い
た
実
録
映
画
「
朋と
も

の
時

間
〜
母
た
ち
の
季
節
」を
上
映
し
ま
す
。

日
時

2
月
21
日
(土)

午
後
2
時
〜
4
時
30
分

（
開
場
　
午
後
1
時
30
分
）

会
場

ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ
5
0
8
研

修
室(

原
町
3
―

1
―

7)

入
場
料

8
0
0
円

問
い
合
わ
せ
先

同
会

(

593)

7
6
0
7
（

兼
用
）

福
岡
県
社
会
福
祉
協
議
会
に
設
置
さ

れ
て
い
る
「
運
営
適
正
化
委
員
会
」
で

は
、
医
師
や
弁
護
士
な
ど
が
、
第
三
者

の
立
場
で
福
祉
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
か
ら

の
苦
情
や
問
題
解
決
の
相
談
に
応
じ
て

い
ま
す
。

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
事
業
者
は
、

社
会
福
祉
法
に
よ
り
、
利
用
者
か
ら
の

FAX

苦
情
に
対
し
適
切
な
解
決
に
努
め
る
こ

と
を
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
解
決

で
き
な
い
と
き
は
、
気
軽
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。
匿
名
で
も
構
い
ま
せ
ん
。

相
談
日
時

毎
週
火
〜
日
曜
日

午
前
9
時
〜
午
後
5
時
30
分

相
談
先

同
委
員
会

(

915)

3
5
1
1

(

915)

3
5
1
2

一
緒
に
、
問
題
解
決
の
方
法
を
考
え

ま
し
ょ
う
。
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

相
談
は
無
料
で
、託
児
も
行
い
ま
す
。

日
時

2
月
22
日
(日)

午
前
10
時
〜
午
後
3
時

場
所

太
宰
府
市
女
性
セ
ン
タ
ー
ル
ミ

ナ
ス(

太
宰
府
市
白
川
し
ら
か
わ

2
―

2)

問
い
合
わ
せ
先

福
岡
法
務
局
筑
紫
支

局
総
務
課

(

922)

2
8
8
1

(

922)

3
3
4
2

FAX FAX

土
地
や
建
物
の
売
買
・
賃
貸
な
ど
、

不
動
産
に
関
す
る
相
談
に
応
じ
ま
す
。

申
込
は
不
要
で
す
。

日
時

2
月
16
日
(月)

午
前
10
時
〜
午
後
4
時

(

受
付
　
午
後
3
時
ま
で)

場
所

大
野
城
ま
ど
か
ぴ
あ(

大
野
城

市
曙
町
2
―

3
―

1)

問
い
合
わ
せ
先

同
協
会
筑
紫
支
部

(

923)

8
9
4
8

(

923)

8
9
6
6

日
時

2
月
19
日
(木)
・
3
月
4
日
(木)

午
後
1
時
〜
4
時

場
所

福
岡
法
務
局
筑
紫
支
局
1
階
相

談
室(

筑
紫
野
市
二
日
市
中
央

ふ
つ
か
い
ち
ち
ゅ
う
お
う

5
―

14
―

7)

定
員

各
6
人(

申
込
先
着
順)

申
込
方
法

2
月
12
日
(木)
午
前
8
時
30

分
以
降
に
電
話
で
予
約
す
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

同
支
局

(

922)

2
8
8
1

(

922)

3
3
4
2

FAX FAX

夫
婦
で
こ
れ
か
ら
の
出
産
・
育
児
に

つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

対
象

妊
娠
経
過
が
順
調
で
、
出
産
予

定
が
お
お
む
ね
4
〜
6
月
の
夫

婦

日
時

2
月
28
日
(土)

午
後
1
時
30
分
〜
4
時
30
分

場
所

い
き
い
き
プ
ラ
ザ(

昇
町
1
―

1

2
0)

定
員

20
組(

申
込
先
着
順)

内
容

▽
助
産
師
の
講
義
「
夫
婦
の
リ
ラ
ク
ゼ

ー
シ
ョ
ン
〜
呼
吸
法
と
補
助
動
作
」

▽
育
児
実
技(

沐も
く

浴
実
習
な
ど)

持
っ
て
く
る
も
の

母
子
健
康
手
帳

申
込
方
法

2
月
3
日
(火)
〜
20
日
(金)

に
、
電
話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
住

所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、
出
産

予
定
日
を
伝
え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

健
康
課

(

501)

1
1
3
4

(

501)

0
0
5
1

1
歳
未
満
の
子
ど
も
と
そ
の
保
護
者

の
交
流
の
場
で
す
。

日
時

2
月
18
日
(水)

午
前
10
時
30
分
〜
正
午

場
所

い
き
い
き
プ
ラ
ザ
（
昇
町
1
―

1
2
0
）

持
っ
て
く
る
も
の

▽
母
子
健
康
手
帳

▽
保
護
者
用
上
靴

問
い
合
わ
せ
先

健
康
課

(

501)

1
1
3
4

(

501)

0
0
5
1

FAX FAX

春
日
市
知
的
障
害
者
育
成
会

ビ
デ
オ
上
映
会

相
　
談

女
性
人
権
擁
護
委
員
に
よ
る

女
性
問
題
相
談

福
岡
県
宅
地
建
物
取
引
業
協
会

不
動
産
無
料
相
談
会

福
岡
県
運
営
適
正
化
委
員
会

福
祉
の
苦
情
解
決
を
手
伝
い
ま
す

福
岡
法
務
局
筑
紫
支
局

無
料
法
律
相
談

子
育
て

参
加
者
募
集

パ
パ
マ
マ
教
室

「
親
子
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
体
操
」

子
育
て
教
室
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離
乳
中
期(
6
〜
8
カ
月)

以
降
の
離

乳
食
の
作
り
方
や
進
め
方
に
つ
い
て
の

教
室
で
す
。

託
児(

無
料)

も
あ
り
ま
す
。

日
時

3
月
2
日
(火)

午
後
1
時
30
分

〜
3
時
30
分(

受
付
　
1
時
〜)

場
所

い
き
い
き
プ
ラ
ザ(

昇
町
1
―

1

2
0)

募
集
人
数

20
人(

申
込
先
着
順)

持
っ
て
く
る
物

▽
母
子
手
帳
▽
エ
プ

ロ
ン
▽
三
角
巾き
ん

▽
託
児
に
必
要

な
道
具(

名
札
を
付
け
る)

参
加
費

2
0
0
円(

実
習
材
料
費)

申
込
方
法

2
月
9
日
(月)
〜
25
日
(水)

に
、
電
話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
氏

名
、
電
話
番
号
、
子
ど
も
の
生

年
月
日
、
託
児
の
有
無
を
伝
え

る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

健
康
課

(

501)

1
1
3
4

(

501)

0
0
5
1

市
と
市
商
工
会
は
、
新
し
い
こ
と
に

取
り
組
も
う
と
考
え
て
い
る
市
内
の
中

小
小
売
業
者
や
サ
ー
ビ
ス
業
者
を
対
象

に
「
春
日
商
人
塾
」
を
開
催
し
ま
す
。

こ
れ
か
ら
商
売
を
始
め
よ
う
と
考
え
て

FAX

い
る
人
も
歓
迎
で
す
。

受
講
は
無
料
で
す
が
、
事
前
に
申
し

込
み
が
必
要
で
す
。

日
時
・
内
容
・
講
師

▽
2
月
16
日
(月)

午
後
7
時
〜

「
小
売
業
の
経
営
戦
略
―
魅
力
あ
る

商
店
づ
く
り
―
」

井
上
善
開

い
の
う
え
よ
し
ひ
ろ

さ
ん(

九
州
情
報
大
学
助

教
授
・
中
小
企
業
診
断
士)

▽
2
月
17
日
(火)

午
後
7
時
〜

「『
ふ
く
や
』
販
売
戦
略
の
秘
密
」

川
原
正
孝

か
わ
は
ら
ま
さ
た
か

さ
ん(

(株)
ふ
く
や
代
表
取

締
役)

会
場

同
商
工
会
館
会
議
室(

伯
玄
町

2
―

24)

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

同
商
工
会

(

581)

1
4
0
7

(
575)
0
7
0
2

勤
続
5
年
以
上
の
女
性
が
対
象
の
、

職
業
意
識
の
向
上
と
能
力
開
発
の
た
め

の
無
料
セ
ミ
ナ
ー
で
す
。

日
時

2
月
18
日
(水)
・
25
日
(水)

午
前
10
時
〜
午
後
4
時
30
分

会
場

福
岡
市
立
婦
人
会
館
あ
い
れ
ふ

FAX

8
階
研
修
室
Ａ
（
福
岡
市
中
央

区
舞
鶴
ま
い
づ
る

2
―

5
―

1
）

定
員

20
人（
申
込
多
数
の
場
合
選
考
）

申
込
方
法

2
月
4
日(

水)

ま
で
に
、

電
話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
住
所
、

氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号
、
勤

続
年
数
、
職
場
名
（
役
職
・
担

当
業
務
）
を
伝
え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

県
福
岡
労
働

福
祉
事
務
所

(

735)

6
1
5
0

(

712)

0
4
9
7

参
加
は
無
料
で
す
。
気
軽
に
お
越
し

く
だ
さ
い
。

日
時

2
月
24
日
(火)

午
後
1
時
30
分
〜
3
時

会
場

筑
紫
総
合
庁
舎
2
階
大
会
議
室

（
大
野
城
市
白
木
原

し
ら
き
ば
る

3
―

5
―

25
）

演
題

「
精
神
保
健
福
祉
に
お
け
る
家

族
支
援
に
つ
い
て
」
〜
当
事
者

と
の
接
し
方
、
家
族
の
メ
ン
タ

ル
ヘ
ル
ス
を
中
心
に
〜

講
師

梅
津
う
め
づ

和
子
か
ず
こ

さ
ん
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル「
ゆ
う
ゆ
う
」

理
事
長
）

定
員

80
人
（
申
込
先
着
順
）

申
込
方
法

電
話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
住

所
、
氏
名
、
電
話
番
号
を
伝
え

る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

筑
紫
保
健
福

祉
環
境
事
務
所
障
害
者
福
祉
係

(

513)

5
5
8
5

(

592)

8
4
4
4

FAX FAX

○
親
子
英
会
話

日
程

毎
週
木
曜
日

対
象

小
学
3
〜
6
年
生
と
保
護
者

受
講
料

一
人
1
万
2

5
0
0
円

○
英
会
話
ス
テ
ッ
プ
1
（
初
級
）

日
程

毎
週
木
曜
日

対
象

中
学
生
以
上

受
講
料

1
万
7

5
0
0
円

○
中
国
語
会
話

日
程

毎
週
金
曜
日

対
象

18
歳
以
上

受
講
料

1
万
5

0
0
0
円

期
間

3
月
〜
7
月

時
間

午
後
7
時
〜
8
時
30
分

会
場

ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ(

原
町
3
―

1
―

7)

定
員

各
20
人
（
申
込
先
着
順
）

※
　
受
講
生
が
少
な
い
場
合
は
、
中
止

す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

講
師

各
ク
ラ
ス
と
も
当
該
言
語
を
母

国
語
と
す
る
人
を
予
定

※
　
受
講
料
は
前
納
で
、
同
協
会
（
年

会
費
2

0
0
0
円
）
に
加
入
す
る

と
2

5
0
0
円
割
り
引
か
れ
ま

す
。な

お
、
2
月
12
日
(木)
、
13
日
(金)
、

19
日
(木)
、
20
日
(金)
に
、
1
日
無
料
体

験
学
習
を
行
い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

申
込
方
法

電
話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
申

し
込
む

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

野
田
の

だ

康
洋
や
す
ひ
ろ

(

591)

1
0
9
8(

兼
用
）

初
心
者
を
対
象
に
、
仕
訳
・
記
帳
や

決
算
処
理
、
日
商
簿
記
試
験(

6
月
13

日)

の
出
題
傾
向
と
問
題
の
ポ
イ
ン
ト

を
指
導
し
ま
す
。

日
程

3
月
8
日
(月)
〜
6
月
7
日
(月)
の

毎
週
月
・
木
曜
日
（
ほ
か
に
土

曜
日
計
6
日
を
含
む
）

時
間

午
後
6
時
30
分
〜
9
時

会
場

大
野
城
ま
ど
か
ぴ
あ(

大
野
城

市
曙
町
2
―

3
―

1)

定
員

50
人
（
申
込
先
着
順
）

受
講
料

1
万
5

0
0
0
円
（
テ
キ

ス
ト
代
を
含
む
）

※
　
申
込
期
限
後
の
キ
ャ
ン
セ
ル
は
、

返
金
で
き
ま
せ
ん
。

申
込
方
法

2
月
2
日
(月)
〜
27
日
(金)
ま

で
に
、
電
話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
で

住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
を
伝

え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

同
会

(

581)

3
5
5
7

(

581)

3
5
5
8

FAX
FAX

参
加
者
募
集

離
乳
食
教
室講

演
・
講
座

受
講
し
ま
せ
ん
か

春
日
商
人
あ
き
ん
ど

塾

働
く
女
性
の
た
め
の

ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
福
岡

い
っ
し
ょ
に
考
え
て
み
ま
せ
ん
か

精
神
保
健
福
祉
家
族
講
演
会

春
日
市
国
際
交
流
協
会

英
会
話
・
中
国
語
会
話
教
室

筑
紫
地
区
商
工
会
職
業
訓
練
会

商
業
簿
記（
3
級
）講
習
会

あ
け
ぼ
の
ま
ち
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お誕生日おめでとう

４月生まれのお子さん募集中
写真は、お子さんの顔が
大きく写っているもので、
裏にお子さんの氏名（ふ
りがな）、生年月日、住所、
電話番号を書き、広報担
当まで郵送してください。
対象年齢は３歳までで、
3月1日までの到着分の中
から抽選で決定します。

平成14年2月3日生

高
田
た
か
だ

早
紀
さ

き

ち
ゃ
ん(

大
谷)

平成15年2月14日生

田
中
た
な
か

宏
樹
ひ
ろ
き

ち
ゃ
ん(

春
日)

平成14年2月11日生

古
賀
こ

が

結
琳
ゆ
い
り

ち
ゃ
ん(

紅
葉
ヶ
丘
東)

平成14年2月24日生

伊
藤
い
と
う

日
向
多

ひ

な

た

ち
ゃ
ん(

大
和
町)

ど
も
大
使)

を
受
け
入
れ
る
ホ
ス
ト

フ
ァ
ミ
リ
ー
を
募
集
し
ま
す
。

こ
ど
も
大
使
は
、
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ

リ
ー
の
子
ど
も
と
一
緒
に
登
校
し
、

学
校
体
験
を
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
。

対
象

小
学
生
が
い
る
家
庭

受
入
期
間

7
月
13
日
(火)
〜
27
日
(火)

募
集
家
庭
数

▽
こ
ど
も
大
使
　
8
家
庭
　

▽
シ
ャ
ペ
ロ
ン(

引
率
者)

1
家
庭

※
　
応
募
多
数
の
場
合
は
、
小
学

5
・
6
年
生
が
い
る
家
庭
を
優

先
し
て
選
考
し
、
決
定
し
ま
す
。

申
込
方
法

2
月
13
日
(金)(

必
着)

ま

で
に
、
社
会
教
育
課
に
あ

る
申
込
書
で
申
し
込
む

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

社
会
教
育

課

(

575)

4
1
2
1

(

593)

7
3
8
0

○
民
族
音
楽
舞
踊
団

2
月
22
日
(日)
に
福
岡
市
南
市
民
セ

ン
タ
ー
で
公
演
す
る
「
ボ
ス
ニ
ア
・

ヘ
ル
ツ
ェ
ゴ
ビ
ナ
民
族
音
楽
舞
踊

団
」
の
団
員
を
受
け
入
れ
る
ホ
ス
ト

フ
ァ
ミ
リ
ー
を
募
集
し
ま
す
。

FAX

受
入
期
間

2
月
21
日
(土)̃

24
日
(火)

※
　
事
前
に
研
修
を
行
い
ま
す
。

募
集
家
庭
数

18
家
庭(

申
込
多
数

の
場
合
は
選
考)

※
　
受
入
人
数
は
、
1
家
庭
2
人
で

す
。

申
込
方
法

2
月
9
日
(月)
ま
で
に
、

電
話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
、
E

メ
ー
ル
で
住
所
、
氏
名
、

電
話
番
号
を
伝
え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

春
日
市
国

際
交
流
協
会
　
高
田
た
か
た

全
一
ぜ
ん
い
ち

郎ろ
う

(

573)

2
2
2
6

(

585)

9
0
1
7

ze
n
tkt@

k7
.d
io
n
.n
e
.jp

団
員
40
人
で
楽
し
く
練
習
し
て
い
ま

す
。
一
緒
に
歌
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

練
習
日
時

毎
週
日
曜
日

午
後
7
時
〜
9
時

場
所

ふ
れ
あ
い
文
化
セ
ン
タ
ー(

大

谷
6
―

24)

会
費

月
額
2

0
0
0
円
（
学
生
は

半
額
）

FAX

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

中
山
な
か
や
ま

明
美
あ
け
み

(

573)

0
9
6
7
（

兼
用
）

小
学
5
年
生
以
上
が
対
象
で
、
ホ
ー

ム
ス
テ
イ
や
英
語
研
修
、
自
然
観
察
、

文
化
交
流
が
体
験
で
き
ま
す
。

日
程

3
月
26
日
(金)
〜
4
月
4
日
(日)

訪
問
先

カ
ナ
ダ(

バ
ン
ク
ー
バ
ー
市)

定
員

70
人(

申
込
先
着
順)

参
加
費

23
万
7

0
0
0
円

※
　
申
込
方
法
な
ど
、
詳
し
く
は
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

同
協
会
九
州

事
務
局

(

934)

3
5
5
3(

兼
用)

FAX
FAX

募
集
学
科

▽
高
等
部
本
科
（
普
通
科
・
生
活
技
能

科
・
保
健
理
療
科
）

▽
専
攻
科
（
保
健
理
療
科
・
理
療
科
・

研
修
科
）

募
集
期
間

2
月
2
日
(月)
〜
13
日
(金)

選
考
日

3
月
5
日
(金)

合
格
発
表

3
月
15
日
(月)

※
　
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

同
校
（
筑
紫
野
市
牛う
し

島じ
ま

1
5
1
）

(

925)

3
0
5
3

(

925)

5
0
6
1

○
ア
ジ
ア
太
平
洋
こ
ど
も
会
議

ア
ジ
ア
太
平
洋
の
38
の
国
と
地
域

か
ら
や
っ
て
く
る
子
ど
も
た
ち(

こ

FAX

日
時

2
月
13
日
(金)

午
後
7
時
〜
8
時
30
分

会
場

同
会
館
（
伯
玄
町
2
―

24
）

演
題

「
変
わ
る
日
本
経
済
、
変
わ
る

消
費
者
」

講
師

中
村
良
三
さ
ん
（
テ
レ
ビ
西
日

本
客
員
解
説
委
員
）

定
員

60
人
（
申
込
先
着
順
）

申
込
方
法

2
月
2
日
(月)
以
降
に
、
電

話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
住
所
、
氏

名
、
電
話
番
号
を
伝
え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

同
会

(

581)

1
4
0
7

(

575)

0
7
0
2

FAX

募
　
集

春
日
市
商
工
会

新
春
経
済
無
料
講
演
会

福
岡
県
立
福
岡
高
等
盲
学
校

平
成
16
年
度
入
学
者
募
集

国
際
交
流
し
ま
せ
ん
か

ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
募
集

団
員
募
集

混
声
合
唱
団
つ
く
し
の
風

カ
ナ
ダ
友
好
協
会

カ
ナ
ダ
フ
レ
ン
ド
シ
ッ
プ
大
使
募
集



きいて�きいて�

イラストコーナー

[
ペ
ン
ネ
ー
ム]

ひ
で
K
さ
ん

[

ペ
ン
ネ
ー
ム]

も
も
か
ん
さ
ん

[

ペ
ン
ネ
ー
ム]

か
ぜ
の
子
さ
ん

[

ペ
ン
ネ
ー
ム]

ニ
ュ
ニ
ュ
さ
ん

あなたのイラスト募集中
ハガキに縦書き、白黒で濃いめ

にはっきりと描いて、表に住所、氏
名、電話番号を書いて送ってくださ
い。(ペンネームも可)
著作権の都合上、作品はオリジ
ナルのものに限ります。
あて先 〒816-8501 春日市
役所広報担当「みてみてきいて」係
※ 掲載された人には図書券
（500円分）を進呈します。

市
茶
道
協
会
が
行
う
茶
道
教
室
で

す
。茶
道
を
た
し
な
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

日
時

▽
表
千
家
　
木
曜
日
　
午
後
1
時
〜
5

時
▽
裏
千
家
　
水
曜
日
　
午
後
5
時
30
分

〜
9
時
30
分

▽
裏
千
家
　
木
曜
日
　
午
後
1
時
〜
5

時
※
　
い
ず
れ
も
月
3
回
で
す
。

場
所

ふ
れ
あ
い
文
化
セ
ン
タ
ー
集
会

室
Ｂ(

大
谷
6
―

24)

定
員

各
20
人

受
講
料

月
額
3

0
0
0
円

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

▽
表
千
家
　
濱
之
上

は
ま
の
う
え

(

571)

3
1
7
7(

兼
用)

▽
裏
千
家
　
本
村
も
と
む
ら

(
502)
0
2
0
8(

兼
用)

楽
し
み
な
が
ら
、
一
緒
に
抹
茶
の
お

け
い
こ
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時

毎
月
第
1
・
3
水
曜
日

午
後
1
時
〜
3
時

場
所

ふ
れ
あ
い
文
化
セ
ン
タ
ー
（
大

谷
6
―

24
）

講
師

福
嶋
ふ
く
し
ま

宗
美
そ
う
み

さ
ん(

茶
道
裏
千
家

淡
交
会

た
ん
こ
う
か
い

助
教
授)

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

木
下
き
の
し
た

(

591)

2
8
4
4(

兼
用)

2
月
開
催
予
定
の
「
リ
サ
イ
ク
ル
展

示
会
」
を
延
期
し
ま
す
。

FAX

FAX FAX

日
程
は
決
ま
り
次
第
、
市
報
で
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

同
プ
ラ
ザ

(
596)

7
0
6
6

(

595)

4
1
4
0

日
程
・
テ
ー
マ
・
講
師

▽
2
月
6
日
(金)

「
ペ
イ
ン
ク
リ
ニ
ッ

ク
に
つ
い
て
」

海
江
田

か
い
え
だ

令
次
れ
い
じ

さ
ん(

副
院
長)

▽
2
月
13
日
(金)

「
オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド

医
療
」

FAX

日
高
良
江

ひ
だ
か
よ
し
え

さ
ん(

臨
床
試
験
部
副
看

護
部
長)

▽
2
月
20
日
(金)

「
花
粉
症
」

前
山
ま
え
や
ま

忠
嗣
た
だ
つ
ぐ

さ
ん(

ア
レ
ル
ギ
ー
科
部

長)

▽
2
月
27
日
(金)

「
日
帰
り
手
術
〜

痔
・
ヘ
ル
ニ
ア(

脱
腸)

・
下
肢
静
脈

瘤
・
胆
石
〜
」

金
丸
隆
幸

か
な
ま
る
た
か
ゆ
き

さ
ん(

外
科
医
長)

時
間

午
後
2
時
30
分
〜
3
時
30
分

場
所

福
岡
徳
洲
会
病
院
セ
ン
タ
ー
6

階
講
堂(

須
玖
北
4
―

5)

問
い
合
わ
せ
先

同
病
院
健
康
管
理
セ

ン
タ
ー

(

573)

6
6
2
2

(

573)

1
7
3
3

総
務
省
は
、
国
民
の
就
業
状
態
を
調

べ
る
た
め
、
毎
月
、
労
働
力
調
査
を
行

っ
て
い
ま
す
。

調
査
の
対
象
と
な
っ
た
世
帯
に
は
、

FAX

調
査
員
が
伺
い
ま
す
。

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

県
調
査
統
計
課
生
活

統
計
第
一
係

(

643)

3
1
8
6

(

643)

3
1
9
2

平
成
16
・
17
年
度
に
行
わ
れ
る
競
争

入
札
に
参
加
を
希
望
す
る
事
業
所
は
申

請
し
て
く
だ
さ
い
。

受
付
期
限

2
月
13
日
(金)

受
付
時
間

午
前
9
時
〜
11
時
30
分
・

午
後
1
時
〜
4
時

業
種

▽
工
事
関
係

▽
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
関
係

▽
物
品
・
役
務
関
係

※
　
こ
の
入
札
参
加
資
格
の
有
効
期
間

は
、
4
月
1
日
〜
平
成
18
年
3
月
31

日
で
す
。

な
お
、
要
領
・
様
式
は
同
企
業
団

で
配
付
し
て
い
ま
す
。

申
請
・
問
い
合
わ
せ
先

同
企
業
団
総

務
課(

原
町
2
―

30
―

2)

(

571)

7
0
0
1

(

574)

4
9
6
0

FAX FAX

情
報
ひ
ろ
ば

16

そ
の
他

環
　
境

健
　
康

仲
間
募
集

抹
茶
サ
ー
ク
ル

福
岡
徳
洲
会
病
院

健
康
教
室

春
日
大
野
城
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ

リ
サ
イ
ク
ル
展
示
会
を
延
期

ご
協
力
く
だ
さ
い

労
働
力
調
査

春
日
那
珂
川
水
道
企
業
団

入
札
参
加
資
格
審
査
の
申
請
受
付

茶
道
教
室

受
講
生
募
集



走
る
馬
か
ら
矢
で
的
を
射
る「
流
鏑

や

ぶ

さ

馬め

」と
い
う
古
い
行
事
が
残
る
、
那
珂

川
町
で
最
も
大
き
な
神
社
「
現
人
神

社
」。この

神
社
の
祭
神
は
、
底
筒
男
命

そ
こ
つ
つ
の
お
の
み
こ
と

と

中
筒
男
命

な
か
つ
つ
の
お
の
み
こ
と

、
表
筒
男
命

う
わ
つ
つ
の
お
の
み
こ
と

の
三
神
で
、

こ
の
三
神
は
、
ま
ぎ
れ
も
な
く
住
吉
三

神
で
す
。

こ
こ
に
残
る
伝
承
で
は
、「
現
人
神
社

は
わ
が
国
の
最
も
古
い
神
社
の
一
つ

で
、
福
岡
や
大
阪
の
住
吉
神
社
は
こ
の

神
社
か
ら
分
か
れ
た
も
の
で
あ
る
」と

さ
れ
て
い
ま
す
。
神
官
は
、
代
々
、
福
岡

の
住
吉
神
社
と
同
じ
佐
伯

さ

え

き

氏
で
、先
祖
を

た
ど
れ
ば
同
系
統
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

な
ぜ
、
こ
の
よ
う
な
内
陸
部
に
海
の

民
が
信
仰
す
る
住
吉
神
社
系
の
有
力
神

社
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。
住
吉
神
を

祭
る
神
社
と
し
て
は
不
思
議
な
名
称
で

あ
り
、
非
常
に
謎
の
多
い
神
社
で
す
。

那
珂
川
を
博
多
湾
か
ら
遡
る
と
、
東

岸
す
ぐ
に
住
吉
神
社
、
や
が
て
竹
下

た
け
し
た

、

大
橋

お
お
は
し

を
通
っ
て
那
珂
川
町
に
入
り
ま

す
。
こ
の
那
珂
川
の
東
岸
は
弥
生
時
代

後
半
か
ら
、
比
恵

ひ

え

遺
跡
群
や
那
珂

な

か

遺
跡

群
、
井
尻

い

じ

り

B
遺
跡
群
、
須
玖

す

ぐ

岡
本

お
か
も
と

遺
跡

群
と
、
古
代
の「
な
」の
地
域
の
大
遺
跡

群
が
ベ
ル
ト
状
に
切
れ
目
な
く
続
き
ま

す
。
こ
の
密
集
度
は
、
当
時
で
は
際
立

っ
た
も
の
で
あ
り
、
奴
国
の
中
心
都
市

が
存
在
し
た
か
の
よ
う
で
し
た
。
古
墳

時
代
に
入
っ
て
も
、
那
珂
川
両
岸
に
は

福
岡
平
野
の
主
要
な
前
方
後
円
墳
が
集

中
し
、
引
き
続
き「
な
」の
地
域
の
中
心

地
域
だ
っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。

那
珂
川
は
、
こ
の
地
域
の
重
要
な
水

路
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
上
流
に

ダ
ム
が
で
き
る
前
は
、
も
っ
と
水
量
が

豊
富
で
、
水
路
と
し
て
充
分
機
能
し
て

い
た
こ
と
で
し
ょ
う
。
以
前
は
、
川
舟

が
現
在
の
那
珂
川
と
博
多
湾
を
結
び
、

物
資
を
移
動
さ
せ
て
い
た
と
考
え
ら
れ

ま
す
。
そ
れ
で
、
海
の
近
く
に
住
吉
神

社
が
あ
り
、
そ
の
上
流
の
川
港
近
く
に

あ
っ
た
の
が
現
人
神
社
な
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

つ
ま
り
、
現
人
神
社
は
内
陸
部
に
あ

る
も
の
の
、
水
路
の
安
全
を
祈
る
神
で

あ
り
、「
な
」と
よ
ば
れ
た
福
岡
平
野
で
、

住
吉
神
社
と
共
に
最
も
大
切
な
神
だ
っ

た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

春
日
市
郷
土
史
研
究
会
　
寺
崎
直
利

て
ら
さ
き
な
お
と
し

301
住
吉

す
み
よ
し

神
社
3

謎
の
現
人

あ
ら
ひ
と

神
社

日
程

▽
業
種
別
合
同
会
社
説
明
会

2
月
12
日
(木)
・
13
日
(金)

▽
職
種
別
合
同
会
社
説
明
会

3
月
9
日
(火)
〜
12
日
(金)

時
間

正
午
〜
午
後
5
時

会
場

福
岡
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
ビ
ル
7
階

大
ホ
ー
ル
（
福
岡
市
博
多
区
博は
か

多
駅
前

た
え
き
ま
え

2
―

10
―

19
）

問
い
合
わ
せ
先

同
フ
ェ
ス
タ
係(

(株)

リ
ク
ル
ー
ト
内)

(

733)

3
8
5
2

(

733)

3
8
5
3

厚
生
労
働
省
は
、
地
域
に
貢
献
す
る

事
業
を
行
う
法
人
を
設
立
し
、
1
年
以

内
に
65
歳
未
満
の
非
自
発
的
離
職
者
を

3
人
以
上
雇
用
し
た
場
合
に
、
新
規
創

業
の
経
費
や
労
働
者
の
雇
い
入
れ
を
支

援
し
て
い
ま
す
。

※
　
次
の
よ
う
な
場
合
に
も
、
創
業
に

要
し
た
費
用
の
一
部
を
助
成
し
ま

す
。

▽
受
給
資
格
者
創
業
支
援
助
成
金
（
雇

用
保
険
の
受
給
資
格
者
が
創
業
し
、

1
年
以
内
に
雇
用
保
険
の
適
用
事
業

主
に
な
っ
た
場
合
）

▽
高
年
齢
者
等
共
同
就
業
機
会
創
出
助

成
金
（
45
歳
以
上
の
人
3
人
以
上
が

共
同
で
創
業
し
、
高
齢
者
な
ど
を
雇

い
入
れ
て
継
続
的
な
雇
用
・
就
業
機

FAX

会
を
つ
く
っ
た
場
合
）

問
い
合
わ
せ
先

福
岡
労
働
局
職
業
対

策
課
雇
用
開
発
係

(

434)

9
8
0
6

(

434)

9
8
2
2

※
　
詳
し
く
は
、
厚
生
労
働
省
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

h
ttp
://w
w
w
.m
h
lw
.g
o
.jp
/

社
会
福
祉
施
設
な
ど
に
就
職
を
希
望

す
る
人
の
た
め
の
職
場
説
明
会
で
す
。

入
場
は
無
料
で
す
。

日
時

2
月
6
日
(金)

午
前
10
時
30
分
〜
午
後
4
時

会
場

ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ
大
ホ
ー
ル

(

原
町
3
―

1
―

7)

ほ
か

内
容

▽
福
祉
施
設
採
用
担
当
者
と
の

面
談
▽
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
全
国

福
祉
求
人
情
報
コ
ー
ナ
ー
▽
福

祉
関
係
資
格
相
談
▽
求
職
登

録
・
相
談
▽
資
料
情
報
提
供
な

ど

問
い
合
わ
せ
先

同
協
議
会
福
祉
人
材

課

(

584)

3
3
1
0

(

584)

3
3
1
9

FAX FAX

5
人
以
上
の
市
民
で
国
際
交
流
活
動

を
行
っ
て
い
る
グ
ル
ー
プ
を
対
象
に
、

活
動
経
費
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

4
〜
6
月
に
事
業
を
予
定
し
て
い

て
、
補
助
を
希
望
す
る
団
体
は
、
2
月

中
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
7
月
以
降
に
行
う
事
業
に
つ

い
て
も
、
随
時
、
相
談
・
申
請
を
受
け

付
け
て
い
ま
す
。

対
象
と
な
る
事
業

▽
文
化
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
た
国
際
交
流

活
動

▽
国
際
交
流
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

補
助
金
額

国
際
交
流
活
動
の
経
費
に

応
じ
、
そ
の
1/3
〜
1/2
を
補
助

(

上
限
30
万
円)

問
い
合
わ
せ
先

地
域
づ
く
り
課
地
域

づ
く
り
担
当

(

584)

1
1
1
1

(

584)

1
1
5
3

FAX

情
報
ひ
ろ
ば
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福
岡
県
就
職
支
援
フ
ェ
ス
タ
２
０
０
４

合
同
会
社
説
明
会

ご
存
知
で
す
か

地
域
雇
用
受
皿
事
業
特
別
奨
励
金

福
岡
県
社
会
福
祉
協
議
会

福
祉
の
職
場
説
明
会

市
民
の
国
際
交
流
を
応
援
し
ま
す

春
日
市
国
際
交
流
事
業
補
助
制
度

お
詫
び
と
訂
正

市
報
1
月
15
日
号
で
お
知

ら
せ
し
た
「
春
日
市
走
ろ
う

大
会
」
の
結
果
で
、
個
人
の

部
一
般
女
子
優
勝
者
の
　
根

田

俊
子
さ
ん
の
読
み
仮
名
に

誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。
正
し

く
は
「
は
ね
だ

し
ゅ
ん
こ
」

さ
ん
で
す
。
お
詫
び
し
て
訂

正
し
ま
す
。

現人神社



２月�
行事予定表�

須玖児童センター�
（５７３）２４３１（　兼用）�

須玖南１－９１�

光町児童センター�
（５０１）７０１４（　兼用）�

光町２-１８０-４�

毛勝児童センター�
（５８１）５６１４（　兼用）�

大土居１-３８�

す　ぐ� ひかりまち� け か つ �

おまたせ！トランポリン　午後3時～4時45分�

道場やぶり　午後3時～4時45分�

ボランティアしてみ隊（車イス体験）�

おはなし広場 岡本保育所へ行こう！�
午前10時～11時�

おはなしはじまるよ　　午前11時～11時30分�
インラインスケート教室�
午後1時30分～3時30分、小学生以上、10人�
バレンタインチョコ作り　午後2時～3時�
小学生以上、15人、50円�

和紙で花作り（インドゆり）�
午後1時30分～3時30分、小学生以上、10人、�
200円�
一輪車教室�
午後2時～4時、小学生以上、10人�

星空づくりのお手伝い　午後2時～4時�
豆まき　午後4時～5時�

ボランティアしてみ隊（車イス体験）�

節分（豆まき）　午後3時～4時�

今日のお話なーに？　午後2時～2時30分�
プラバン作り�
①午前10時～正午②午後2時30分～4時、�
20円�

ゆびあみマフラー�
①午前10時30分～正午、小学校低学年、10人�
②午後2時～3時30分、小学校高学年、5人�
100円�

2日、9日、11日（建国記念の日）、16日、17日（安全点検日）、23日�

※　　　 （網がけ）している行事は、幼児も参加できます。保護者同伴で遊びに来てください。�

※ 表中の金額は参加費（材料代や交通費）です。�

※ 　は申し込みが必要な行事です。申し込みは1月4日(日)午前10時から受け付けます。（電話可、小学生以上は本人が申込、1人1行事まで）�

※ 天候により、中止または内容を変更することがあります。お問い合わせください。�

たんぽぽ広場　午前11時～11時40分��
3日�

おまたせ！トランポリン　午後3時～4時45分�

おはなし広場（１、２、３月生まれの誕生会）� あつまれ！ボランティア�
午後1時～3時、小学生以上�
たのしいおはなし　午後2時～2時30分�

ハイハイ広場（0歳児向き）�
午前11時～11時40分�

古瀬兄さんのバドミントン教室�
午前10時～正午、小学生以上、8人、�
ラケット持参�

ありがとう！ぼうけんまるまつり�
午後2時～4時45分、油性ペン持参�

一輪車でゴー!ゴー!！�
午前10時30分～正午、小学生以上��
※一輪車を持っている人は持参�
あそびの出前児童センター�
午後1時30分～３時、�
場所：春日野小学校多目的ホール�

めざせオリンピック�
午後2時～午後3時、小学生以上�

サイエンス実験室（アイスクリーム作り）�
午後2時～午後3時、小学生以上、10人、200円�

ハイハイヨチヨチ広場（０～１歳児向け）�
午前11時30分～正午�

ピヨピヨ広場　午前11時～11時40分��
6日、27日�

アップル広場　午前10時30分～11時10分��
10日�

さくらんぼ広場　午前11時～11時40分��
場所：春日公園公民館　※駐車場なし�

すくすく育児相談　午前10時～11時30分�

ヨチヨチ広場（1歳児向き）��
午前11時～正午�

バレンタインチョコ作り��
①午前10時30分～正午（ラッピングなし）��
②午後2時～4時（ラッピングあり）�
小学生以上、各10人、200円�

バレンタインチョコ作り�
午前10時30分～正午、小学生以上、8人、�
200円�

星空のステージ�
①午前11時～②午後3時～⑬午後4時～�
（各20分程度）�
挑戦ギネス　午後2時～3時�

ママの“ホッ”とタイム（エアロビクス）�
午前10時30分～正午、18人、��
託児有り（1人500円、先着12人、6日までに　）�

ボランティアしてみ隊（車イス体験）�

1日（日）�

3日（火）�

5日（木）�

7日（土）�

12日（木）�

13日（金）�

20日（金）�

22日（日）�

8日（日）�

10日（火）�

14日（土）�

21日（土）�

24日（火）�

15日（日）�

29日（日）�

幼児向け�
遊びの広場�

伝言版�

開館時間� 休館日�

申�

申�

申�

申�

申�

申�

申�

申�

申�

申�

午前10時～午後5時�

参
加
者
募
集

「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
し
て
み
隊
」

18
歳
以
上
の
人
を
対
象
に
、
車
い
す

を
使
っ
て
楽
し
く
学
べ
る
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
を
行
い
ま
す
。
託
児
（
無
料
・

先
着
10
人
）
も
あ
り
ま
す
。

日
程

①
2
月
3
日
(火)

光
町
児
童
セ
ン
タ
ー

②
2
月
10
日
(火)

須
玖
児
童
セ
ン
タ
ー

③
2
月
12
日
(木)

毛
勝
児
童
セ
ン
タ
ー

時
間

午
前
10
時
30
分
〜
正
午

定
員

各
10
人(

申
込
先
着
順)

申
込
方
法

前
日
ま
で
に
、
電
話
か
フ

ァ
ッ
ク
ス
ま
た
は
直
接
窓
口
で

住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、
希

望
日
、
託
児
の
有
無
を
伝
え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

か
す
が
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー(

昇
町
3
―

1
0
1)

1(

501)

1
1
3
6(

5
兼
用)

※
　
須
玖
児
童
セ
ン
タ
ー
は
、
4
月
か

ら
須
玖
小
学
校
の
南
側
に
新
し
く
生

ま
れ
変
わ
り
ま
す
。

そ
の
準
備
の
た
め
、
3
月
は
休
館

し
ま
す
。

あ
そ
ぼ
〜
児
童
セ
ン
タ
ー
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市
内
の
ボ
ク
シ
ン
グ
ジ
ム
か
ら
、
全
日

本
新
人
王
が
誕
生
し
ま
し
た
。
飯
田
聖
州

さ
ん
、
30
歳
で
す
。
昨
年
の
暮
れ
、
東
京

後
楽
園
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
た
「
第
50
回

全
日
本
新
人
王
決
定
戦
」
に
出
場
し
、
見

事
、
第
2
ラ
ウ
ン
ド
で
対
戦
相
手
を
ノ
ッ

ク
ア
ウ
ト
。
念
願
の
頂
点
に
上
り
詰
め
ま

し
た
。

「
2

5
0
0
人
の
観
衆
が
詰
め
掛
け

る
ホ
ー
ル
に
入
る
と
緊
張
し
ま
し
た
。
で

も
、
本
人
は
気
に
も
な
ら
な
か
っ
た
よ
う

で
す
。
万
全
で
臨
ん
で
ま
し
た
か
ら
」。

12
月
26
日
、
本
人
を
伴
っ
て
市
役
所
を
訪

れ
た
同
ジ
ム
の
松
尾
ま
つ
お

友
徳
と
も
の
り

会
長
が
興
奮
気

味
に
こ
う
井
上
市
長
に
報
告
し
ま
す
。

き
っ
と
松
尾
会
長
に
と
っ
て
も
ジ
ム
開

設
以
来
の
悲
願
だ
っ
た
に
違
い
あ
り
ま
せ

ん
。
飯
田
さ
ん
が
、
こ
の
ジ
ム
の
門
を
た

た
い
て
5
年
目
の
快
挙
で
し
た
。

大
学
で
は
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
に
打
ち
込
ん

だ
と
い
う
飯
田
さ
ん
。
社
会
人
と
な
っ
て

か
ら
は
ス
ポ
ー
ツ
か
ら
遠
ざ
か
り
、
な
ま

飯
田
い
い
だ

聖
州

せ
い
し
ゅ
う

さ
ん（
春
日
原
南
町
）
30
歳

伝
統
と
格
式

1
月
14
日
、
春
日
神
社
で
行
わ
れ
た

婿
押

む
こ
お

し
祭
り
に
、
広
報
担
当
職
員
総
出

で
取
材
に
出
か
け
ま
し
た
。
お
よ
そ
4

0
0
年
の
伝
統
と
し
き
た
り
を
持
つ
こ

の
祭
り
を
前
に
、
今
回
も
、
感
動
と
高

揚
を
覚
え
な
が
ら
、
シ
ャ
ッ
タ
ー
を
切

り
ま
し
た
▼
那
珂
川
に
住
ん
で
い
る
私

は
、
婿
押
し
祭
り
を
、
市
役
所
に
入
る

ま
で
ま
っ
た
く
知
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

春
日
地
区
に
住
む
職
場
の
先
輩
に
招
か

れ
た
の
が
、
知
る
き
っ
か
け
で
し
た
▼

迷
路
の
よ
う
に
入
り
組
ん
だ
路
地
（
武

家
屋
敷
の
つ
く
り
の
た
め
）。
各
家
か
ら

聞
こ
え
て
く
る
宴
席
の
声
。
白
い
ヘ
コ

締
め
姿
の
氏
子
に
よ
る
御
池
で
の
勇
壮

な
樽
せ
り
。
天
を
焦
す
よ
う
に
燃
え
上

が
る
左
義
長

さ
ぎ
ち
ょ
う

。
初
め
て
目
に
す
る
祭
り

は
、
感
動
的
で
し
た
▼
広
報
に
異
動
し

て
か
ら
は
、
故
白
水
前
市
長
の
ご
自
宅

に
も
お
呼
ば
れ
し
ま
し
た
。
な
み
な
み

と
酒
が
注
が
れ
た
大
杯
（
一
升
は
入
っ

て
い
た
か
も
）
を
回
し
飲
み
し
、
ほ
ろ

酔
い
気
分
で
樽た

る

せ
り
の
取
材
に
行
っ
た

こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
毎
回
楽
し
み
に

し
て
い
た
の
は
、
か
し
わ
飯
の
お
に
ぎ

り
で
す
。
お
正
月
や
祝
い
の
席
で
、
鶏

を
さ
ば
く
そ
う
で
す
▼
婿
押
し
で
の
あ

い
さ
つ
は
、「
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
」。
春
日
の
正
月
は
、
婿
押

し
祭
り
で
明
け
る
の
で
す
。

○k

な�る�ほ�ど�

下水道使用料の改定は平成16
年度何期分から？

①1期
②2期
③3期

市立小学校の入学式は？

①4月7日
②4月8日
③4月9日

ファミリーバドミントンは
バドミントンと何を組み合
わせたニュースポーツ？

①羽根つき
②卓球
③こま回し

2月の｢家庭の日｣に親子映画
会で上映される作品は？

①もののけ姫
②ドラゴンボール
③フランダースの犬

確定申告による所得税の納期
限はいつ？

①3月10日
②3月15日
③3月20日

10人に図書券(500円分)が当たります！

問１�

問２�

問３�

問４�

問５�

問1 ③やよい
問2 ①須玖児童センター
問3 ②平成13年度
問4 ③家庭の日
問5 ①なんちゅうカレッジ

（応募総数　53通）

応募方法 ハガキに、①この市
報の月日号②答え③住所④氏
名⑤電話番号⑥市報に対する
ご意見などを書いて送ってく
ださい。
あて先 〒816－8501春日市役
所広報担当
締め切り日　2月18日(水) (必
着)
※　答えはすべてこの市報の中
にあります。なお、賞品の発
送をもって発表に代えます。

前
号
の
答
え

っ
た
体
を
持
て
余
し
て
い
た
と
こ
ろ
、
通

勤
途
中
に
こ
の
ジ
ム
が
目
に
止
ま
り
、
そ

に
日
の
う
ち
に
入
会
し
ま
し
た
。

ボ
ク
シ
ン
グ
に
は
全
く
縁
の
な
か
っ
た

飯
田
さ
ん
で
し
た
が
、
身
長
1
7
8
㎝
、

体
重
63
・
5
㎏
の
恵
ま
れ
た
体
か
ら
繰
り

出
す
長
い
リ
ー
チ
で
勝
利
を
重
ね
、
今
日

に
至
っ
て
い
ま
す
。

さ
ぞ
か
し
練
習
量
も
多
い
の
で
は
と
思

い
き
や
、
な
ん
と
「
毎
日
、
朝
の
ロ
ー
ド

ワ
ー
ク
と
ジ
ム
で
の
2
時
間
だ
け
」
と
聞

い
て
驚
き
ま
し
た
。
昔
と
違
っ
て
科
学
的

な
手
法
が
取
り
入
れ
ら
れ
て
い
る
の
だ
そ

う
で
す
。

今
、
4
月
に
予
定
さ
れ
て
い
る
次
の
試

合
に
向
け
て
、
毎
日
2
時
間
の
変
わ
ら
ぬ

練
習
を
続
け
て
い
ま
す
。

「
や
や
遅
咲
き
だ
が
、
海
外
で
は
こ
の

年
齢
は
普
通
。
こ
れ
か
ら
タ
イ
ト
ル
に
向

け
て
が
本
番
で
す
」
と
ジ
ム
の
松
尾
会
長

が
気
を
引
き
締
め
さ
せ
ま
す
。

「
目
標
を
掲
げ
て
励
め
ば
道
は
開
け

る
」。
こ
れ
が
飯
田
さ
ん
の
信
条
で
す
。

井
上
市
長
の
祝
福
に
笑
顔
の
飯
田
選
手(

中

央)

。
右
は
ジ
ム
の
松
尾
会
長

▼
曇
り
の
ち
晴
れ
・
な
る
ほ
ど
K
A
S
U
G
A
・
散
歩
道
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市 の 人 口

●総人口 108,768人

（前月比－134人）

女 55,369人　男 53,399人

●世 帯 数 42,245世帯

●転 入 514人　　●出 生 104人

●転 出 638人　　●死 亡 51人

◆
モ
デ
ル
さ
ん
に
は
、
こ
の
写
真
を
差
し

上
げ
ま
す
。
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

▲1月8日　毛勝児童センター「もちつき大会」

市
報
か
す
が

２
月
１
日
号

第
７
７
４
号

発
　
行
／
春
日
市
役
所

〒
8
1
6
―

8
5
0
1
福
岡
県
春
日
市
原
町
3
丁
目
1
番
地
5

1
0
9
2（
5
8
4
）1
1
1
1

編
　
集
／
春
日
市
役
所
情
報
政
策
課
広
報
担
当

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
スh

ttp
://w
w
w
.city.kasu

g
a.fu
ku
o
ka.jp

/

印
　
刷
／
コ
ロ
ニ
ー
印
刷

1月14日に行われた春日地区の伝統行
事「婿押し祭り」。この勇壮な祭りを一
目見ようと市内外から多くの見物客が訪
れました。

表
紙
の
写
真

(12/31現在)

1月12日、ふれあい文化センタ
ーで成人式が行われ、新成人の
門出を祝いました。
式典では、新成人代表の岩永

いわなが

和也
かず や

さんが「一人の成人として
社会と向き合い、社会人として
行動、言動に自覚や責任を持ち、
大きな希望を持って進んでいき
たいと思います」と決意を述べ
ました。
式典後の｢成人式○生劇場｣では、
春日太鼓や新成人グループ「KR」
によるラップの披露、お楽しみ
抽選会などが行われました。
市内で今年成人を迎えたのは、1,403人。こ
の日は、約1,000人が出席し、久しぶりの再会
を喜び合っていました。

大人へのスタート　春日市成人式

ぽれぽれ館（春日1―38）の「チャリティ・リサイクルおもちゃ交換会」に、昨
年12月18日、おもちゃの病院ができました。
飽きたり、不用になったりした子どもの絵本やおもちゃを交換し合うこの会で、
壊れたおもちゃも修理してまた使ってもらおうというもの。
この日は、早速、動かなくなったおもちゃを持ってきた子どもたちが、慣れた

手つきで修理するおもちゃドクターの
手先を興味深そうにのぞき込んでいま
した。
会を主催するNPO法人子育てネッ

トワーク春日の近
こん

藤
どう

幸恵
さちえ

代表は、「子どもたちが物を大切にする
心を育んでくれれば」と話しています。

（広報レポーター　山脇
やまわき

友子
と も こ

）

チャリティ・リサイクルおもちゃ交換会　おもちゃの修理も始めました
修
理
を
担
当
す
る
木
下
き
の
し
た

幹
夫
み
き
お

さ
ん

様
々
な
ス
テ
ー
ジ
で
場
内

は
盛
り
上
が
り
ま
し
た

▲早速、おもちゃを修理に持ち込む子どもたち

▲久しぶりの再会にハイチーズ！

▲新成人で実行委員を務めた（左
前から）縄田さん、岩永さん、
坂本さん、島谷さん

※　この交換会は毎月第3木曜日に開かれています。詳しくは、同館（1

(572)87405兼用）にお問い合わせください。
▲

▲




